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２億 6492万円７月・８月豪雨災害復旧など
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９月定例会
9月７日〜９月29日(23日間)

９月定例会

　日
南
町
議
会
の
９
月
定
例
会
は
、
９
月
７
日
か
ら
９
月
29
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
初
日

に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
は
、
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
執
行
部
に
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

　執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
日
南
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
策
定
、
補
正
予
算
、
令
和
２
年
度
決
算
認
定

な
ど
全
19
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　ま
た
最
終
日
に
は
、
﹁
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見

書
﹂
、
﹁
米
価
下
落
対
策
を
求
め
る
意
見
書
﹂
を
発
議
し
国
へ
提
出
し
ま
し
た
。
︵
12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
︶

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
あ

た
り
議
会
の
意
見
を
求
め
る
も
の

　白
根 

早
苗
さ
ん
︵
茶
屋
︶

　任
期
は
、
令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
７
年
12
月
31
日
ま
で
の
３
年
間

日
南
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

の
策
定

　過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に

関
す
る
特
別
措
置
法
が
策
定
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
新
た
な
過
疎
計
画
を
策
定

す
る
も
の

一
般
会
計
補
正
予
算

◆
町
有
財
産
整
備
管
理
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　５
０
０
万
円

　町
有
財
産
の
長
寿
命
化
等
維
持
保
全

お
よ
び
支
障
木
の
伐
採
費
用
等

◆
日
南
町
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
事

業
者
緊
急
支
援
応
援
金

　
　
　
　
　
　
　
　３
８
７
６
万
円

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
が
長
期
化
し
、
町
内
事
業
所
を

支
援
す
る
た
め
、
令
和
３
年
の
１
月
か

ら
12
月
ま
で
の
任
意
の
３
ヶ
月
の
収
入

が
、
令
和
元
年(

平
成
31
年)

同
月
比
15
％

以
上
減
少
し
て
い
る
事
業
者
に
対
し
、
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議
決
し
た
お
も
な
議
案

おもな豪雨災害復旧事業（９月補正予算）

８月臨時会の補正予算は19ページに掲載

上
限
50
万
円
で
応
援
金
を
支
給
す
る

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　４
３
５
万
円

　対
象
年
齢
が
12
歳
以
上
に
拡
大
さ
れ

た
こ
と
等
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

の
増
加

◆
21
世
紀
水
田
農
業
確
立
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　１
６
０
８
万
円

　高
齢
化
等
に
よ
る
担
い
手
の
減
少
が

進
む
中
、
県
の
ス
マ
ー
ト
農
業
社
会
実

装
促
進
事
業
を
活
用
し
、
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
の
普
及
拡
大
を
支
援
す
る

　
　
　
　対
象
事
業
者

　３
団
体

　

◆
教
育
施
設
営
繕
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　１
５
６
万
円

・
中
学
校
理
科
室
の
床
張
り
替
え
修
繕

を
、
部
分
張
り
替
え
か
ら
全
面
へ
と
変
更

・
給
食
セ
ン
タ
ー
の
給
湯
配
管
が
経
年

劣
化
に
よ
り
貯
湯
量
が
不
足
す
る
た
め

配
管
の
一
部
更
新

特
別
会
計
補
正
予
算

◆
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　４
５
７
万
円

　入
浴
介
助
の
人
員
削
減
と
時
間
短
縮

を
図
る
た
め
、
あ
か
ね
の
郷
に
シ
ャ

ワ
ー
式
介
護
入
浴
装
置
を
購
入

◆
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業

　
　
　
　
　
　２
３
０
０
万
円

　新
石
見
小
水
力
発
電
所
の
導
水
路
お

よ
び
法
面
の
改
修
工
事

事
業
会
計
補
正
予
算

◆
日
南
病
院
事
業

・
医
業
費
用

　
　
　
　

 

１
１
２
０
万
円

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
診
療
材
料
費
お
よ
び
修
繕
費
の
増
加
。

　ま
た
、
入
院
患
者
が
増
え
た
こ
と
に

よ
る
給
食
委
託
料
の
増
加

・
建
設
改
良
費

　
　
　

 

１
４
０
６
万
円

　療
養
病
棟
の
冷
温
水
発
生
装
置
お
よ

び
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
の
更
新
。
ポ
ー
タ

ブ
ル
エ
コ
ー
を
導
入
し
、
診
療
の
充
実

を
図
る

　8月豪雨による公共土木施設災害の

　復旧。

　・補助災害申請予定箇所数

　　　　　　　道路　　7ヶ所

　　　　　　　河川　　1ヶ所

　・単独災害予定箇所数　

　　　　　　　道路　　7ヶ所

　■国県補助金

　補助災害分：事業費×2/3

公共土木施設災害復旧事業

（３９００万円）

一般会計補正予算

　8月豪雨災害によるその他林道の災

　害復旧。

　・大林線　　　2ヶ所　

　・神戸中野線　1ヶ所　

　■国県補助率：70％

林道災害復旧事業

（１７７０万円）

　８月豪雨等に係る災害復旧支援を

　行うため、単独災害緊急対策事業

　補助金を増額する。

　・20万円×25件（見込み）

単独災害緊急対策事業

（５００万円）

　・7月豪雨　

　　農地（三吉）　

　　農業用施設（三吉）

　・8/7～豪雨

　　農地（笠木ほか）　2ヶ所

　・8/13～豪雨

　　農地（福塚ほか）　8ヶ所

　　農業用施設（福塚ほか）　

　　　　　　　　　　　8ヶ所

　■国県補助率：農地災害 85％

　　　　　　　農業用施設 95％

耕地災害復旧事業　（８６００万円）

　県事業を活用して7月、8月豪雨に

　より被災した林道等の復旧。

　（事業主体：森林組合等）

　・作業道　　　4ヶ所

　・林業専用道　4ヶ所

　■補助率：県1/2 町1/3

林道維持管理事業

（１６６７万円）

修理不能となった冷温水発生装置

　7月、8月豪雨による農地および農業用施設の復旧。
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９月定例会
9月７日〜９月29日(23日間)

９月定例会

　日
南
町
議
会
の
９
月
定
例
会
は
、
９
月
７
日
か
ら
９
月
29
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
初
日

に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
は
、
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
執
行
部
に
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

　執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
日
南
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
策
定
、
補
正
予
算
、
令
和
２
年
度
決
算
認
定

な
ど
全
19
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　ま
た
最
終
日
に
は
、
﹁
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見

書
﹂
、
﹁
米
価
下
落
対
策
を
求
め
る
意
見
書
﹂
を
発
議
し
国
へ
提
出
し
ま
し
た
。
︵
12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
︶

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
あ

た
り
議
会
の
意
見
を
求
め
る
も
の

　白
根 

早
苗
さ
ん
︵
茶
屋
︶

　任
期
は
、
令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
７
年
12
月
31
日
ま
で
の
３
年
間

日
南
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

の
策
定

　過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に

関
す
る
特
別
措
置
法
が
策
定
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
新
た
な
過
疎
計
画
を
策
定

す
る
も
の

一
般
会
計
補
正
予
算

◆
町
有
財
産
整
備
管
理
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　５
０
０
万
円

　町
有
財
産
の
長
寿
命
化
等
維
持
保
全

お
よ
び
支
障
木
の
伐
採
費
用
等

◆
日
南
町
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
事

業
者
緊
急
支
援
応
援
金

　
　
　
　
　
　
　
　３
８
７
６
万
円

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
が
長
期
化
し
、
町
内
事
業
所
を

支
援
す
る
た
め
、
令
和
３
年
の
１
月
か

ら
12
月
ま
で
の
任
意
の
３
ヶ
月
の
収
入

が
、
令
和
元
年(

平
成
31
年)

同
月
比
15
％

以
上
減
少
し
て
い
る
事
業
者
に
対
し
、
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議
決
し
た
お
も
な
議
案

おもな豪雨災害復旧事業（９月補正予算）

８月臨時会の補正予算は19ページに掲載

上
限
50
万
円
で
応
援
金
を
支
給
す
る

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　４
３
５
万
円

　対
象
年
齢
が
12
歳
以
上
に
拡
大
さ
れ

た
こ
と
等
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

の
増
加

◆
21
世
紀
水
田
農
業
確
立
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　１
６
０
８
万
円

　高
齢
化
等
に
よ
る
担
い
手
の
減
少
が

進
む
中
、
県
の
ス
マ
ー
ト
農
業
社
会
実

装
促
進
事
業
を
活
用
し
、
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
の
普
及
拡
大
を
支
援
す
る

　
　
　
　対
象
事
業
者

　３
団
体

　

◆
教
育
施
設
営
繕
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　１
５
６
万
円

・
中
学
校
理
科
室
の
床
張
り
替
え
修
繕

を
、
部
分
張
り
替
え
か
ら
全
面
へ
と
変
更

・
給
食
セ
ン
タ
ー
の
給
湯
配
管
が
経
年

劣
化
に
よ
り
貯
湯
量
が
不
足
す
る
た
め

配
管
の
一
部
更
新

特
別
会
計
補
正
予
算

◆
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　４
５
７
万
円

　入
浴
介
助
の
人
員
削
減
と
時
間
短
縮

を
図
る
た
め
、
あ
か
ね
の
郷
に
シ
ャ

ワ
ー
式
介
護
入
浴
装
置
を
購
入

◆
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業

　
　
　
　
　
　２
３
０
０
万
円

　新
石
見
小
水
力
発
電
所
の
導
水
路
お

よ
び
法
面
の
改
修
工
事

事
業
会
計
補
正
予
算

◆
日
南
病
院
事
業

・
医
業
費
用

　
　
　
　

 

１
１
２
０
万
円

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
診
療
材
料
費
お
よ
び
修
繕
費
の
増
加
。

　ま
た
、
入
院
患
者
が
増
え
た
こ
と
に

よ
る
給
食
委
託
料
の
増
加

・
建
設
改
良
費

　
　
　

 

１
４
０
６
万
円

　療
養
病
棟
の
冷
温
水
発
生
装
置
お
よ

び
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
の
更
新
。
ポ
ー
タ

ブ
ル
エ
コ
ー
を
導
入
し
、
診
療
の
充
実

を
図
る

　8月豪雨による公共土木施設災害の

　復旧。

　・補助災害申請予定箇所数

　　　　　　　道路　　7ヶ所

　　　　　　　河川　　1ヶ所

　・単独災害予定箇所数　

　　　　　　　道路　　7ヶ所

　■国県補助金

　補助災害分：事業費×2/3

公共土木施設災害復旧事業

（３９００万円）

一般会計補正予算

　8月豪雨災害によるその他林道の災

　害復旧。

　・大林線　　　2ヶ所　

　・神戸中野線　1ヶ所　

　■国県補助率：70％

林道災害復旧事業

（１７７０万円）

　８月豪雨等に係る災害復旧支援を

　行うため、単独災害緊急対策事業

　補助金を増額する。

　・20万円×25件（見込み）

単独災害緊急対策事業

（５００万円）

　・7月豪雨　

　　農地（三吉）　

　　農業用施設（三吉）

　・8/7～豪雨

　　農地（笠木ほか）　2ヶ所

　・8/13～豪雨

　　農地（福塚ほか）　8ヶ所

　　農業用施設（福塚ほか）　

　　　　　　　　　　　8ヶ所

　■国県補助率：農地災害 85％

　　　　　　　農業用施設 95％

耕地災害復旧事業　（８６００万円）

　県事業を活用して7月、8月豪雨に

　より被災した林道等の復旧。

　（事業主体：森林組合等）

　・作業道　　　4ヶ所

　・林業専用道　4ヶ所

　■補助率：県1/2 町1/3

林道維持管理事業

（１６６７万円）

修理不能となった冷温水発生装置

　7月、8月豪雨による農地および農業用施設の復旧。
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令和２年度 決算を認定決算を認定
普通会計歳入 普通会計歳出

一般会計と普通会計の違いとは？
　通常、日南町の「一般会計」で予算化しているものは、決算もその内容で整理します。
一方で、地方公共団体の決算状況をより具体的に分析するために、全国統一のルールを用いて整理す
る会計区分を「普通会計」と言い、そのルールに従って整理します。
　具体的には、令和２年度の総額は病院補助金206万3千円の繰出を除外したものになっています。

９月定例会に提案された令和２年度一般会計などの決算認定議案は、一部の会計で賛否が分かれましたが、全議案が認定されました。（関連記事は6〜10ページ）

会　計　別 差引残額決　　　算

歳入総額 歳出総額

普 通 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

再生可能エネルギー発電事業特別会計

　 合 計 　

82億   783万4千円

6億4,124万3千円

9億1,557万6千円

6,599万4千円

9,516万0千円

1,317万0千円

99億3,897万7千円

77億3,111万2千円

6億4,119万7千円

8億7,379万8千円

6,599万4千円

9,506万8千円

929万3千円

94億1,646万2千円

4億7,672万2千円

4万6千円

4,177万8千円

0円

9万2千円

387万7千円

5億2,251万5千円

普通会計・各特別会計の決算状況

歳出総額
77億3,111万2千円

100％

歳入総額
82億783万4千円

100％

その他
3億1,470万9千円

3.8％

町債
11億1,352万3千円

13.6％

12億9,128万9千円

15.7％

地方交付税
32億3,527万5千円

39.4％

諸収入
3億474万5千円

3.7％

繰越金
2億3,157万7千円

2.8％

町税
4億4,025万8千円

5.4％

地方譲与税等
2億2,494万4千円

2.8％

県支出金
10億1,310万4千円

12.3％

国庫支出金
13億2,969万9千円

16.2％

  
 自

主
財源　　　　　

　
　
　
　

   　
依存財源　

　

　
　
　

　
　

　
　

総務費
19億6,147万9千円

25.4％

民生費
10億3,956万5千円

13.4％

衛生費
7億5,280万1千円

9.7％

農林水産業費
17億1,351万4千円

22.2％

災害復旧費
1億8,059万2千円

2.3％

教育費
4億2,131万4千円

5.4％

消防費
1億4,693万7千円

1.9％

土木費
6億2,468万6千円

8.1％

商工費
1億2,475万6千円

1.6％

議会費
6,592万1千円

0.9％

各企業会計の決算状況（令和3年3月31日現在）

青年結婚・ＵＩターン促進事業

空き家リノベーション

林業後継者育成対策事業

林業アカデミー実習棟新築工事

公債費
6億9,954万7千円

9.1％

企業支援対策事業

「お買い物割引券」「お食事券」

会　計　別 差引残額
決　　　算

歳入総額 歳出総額

簡易水道事業

下水道事業

病 院 事 業

1億7,878万5千円

1,242万6千円

1億8,513万1千円

2,425万4千円

11億8,199万9千円

2億5,965万1千円

1億3,759万0千円

8,014万5千円

1億5,528万9千円

9,601万8千円

11億6,215万4千円

3億7,264万1千円

4,119万5千円

△6,771万9千円

2,984万2千円

△7,176万4千円

1,984万5千円

△1億1,299万0千円

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

施設営繕改良事業

日南中学校１階および

体育館横トイレ改修
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令和２年度 決算を認定決算を認定
普通会計歳入 普通会計歳出

一般会計と普通会計の違いとは？
　通常、日南町の「一般会計」で予算化しているものは、決算もその内容で整理します。
一方で、地方公共団体の決算状況をより具体的に分析するために、全国統一のルールを用いて整理す
る会計区分を「普通会計」と言い、そのルールに従って整理します。
　具体的には、令和２年度の総額は病院補助金206万3千円の繰出を除外したものになっています。

９月定例会に提案された令和２年度一般会計などの決算認定議案は、一部の会計で賛否が分かれましたが、全議案が認定されました。（関連記事は6〜10ページ）

会　計　別 差引残額決　　　算

歳入総額 歳出総額

普 通 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

再生可能エネルギー発電事業特別会計

　 合 計 　

82億   783万4千円

6億4,124万3千円

9億1,557万6千円

6,599万4千円

9,516万0千円

1,317万0千円

99億3,897万7千円

77億3,111万2千円

6億4,119万7千円

8億7,379万8千円

6,599万4千円

9,506万8千円

929万3千円

94億1,646万2千円

4億7,672万2千円

4万6千円

4,177万8千円

0円

9万2千円

387万7千円

5億2,251万5千円

普通会計・各特別会計の決算状況

歳出総額
77億3,111万2千円

100％

歳入総額
82億783万4千円

100％

その他
3億1,470万9千円

3.8％

町債
11億1,352万3千円

13.6％

12億9,128万9千円

15.7％

地方交付税
32億3,527万5千円

39.4％

諸収入
3億474万5千円

3.7％

繰越金
2億3,157万7千円

2.8％

町税
4億4,025万8千円

5.4％

地方譲与税等
2億2,494万4千円

2.8％

県支出金
10億1,310万4千円

12.3％

国庫支出金
13億2,969万9千円

16.2％

  
 自

主
財源　　　　　

　
　
　
　

   　
依存財源　

　

　
　
　

　
　

　
　

総務費
19億6,147万9千円

25.4％

民生費
10億3,956万5千円

13.4％

衛生費
7億5,280万1千円

9.7％

農林水産業費
17億1,351万4千円

22.2％

災害復旧費
1億8,059万2千円

2.3％

教育費
4億2,131万4千円

5.4％

消防費
1億4,693万7千円

1.9％

土木費
6億2,468万6千円

8.1％

商工費
1億2,475万6千円

1.6％

議会費
6,592万1千円

0.9％

各企業会計の決算状況（令和3年3月31日現在）

青年結婚・ＵＩターン促進事業

空き家リノベーション

林業後継者育成対策事業

林業アカデミー実習棟新築工事

公債費
6億9,954万7千円

9.1％

企業支援対策事業

「お買い物割引券」「お食事券」

会　計　別 差引残額
決　　　算

歳入総額 歳出総額

簡易水道事業

下水道事業

病 院 事 業

1億7,878万5千円

1,242万6千円

1億8,513万1千円

2,425万4千円

11億8,199万9千円

2億5,965万1千円

1億3,759万0千円

8,014万5千円

1億5,528万9千円

9,601万8千円

11億6,215万4千円

3億7,264万1千円

4,119万5千円

△6,771万9千円

2,984万2千円

△7,176万4千円

1,984万5千円

△1億1,299万0千円

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

施設営繕改良事業

日南中学校１階および

体育館横トイレ改修
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未
収
金
の
徴
収
に
つ
い
て

　令
和
２
年
度
も
預
貯
金
及
び

給
与
の
差
し
押
さ
え
を
積
極
的

に
実
施
さ
れ
、
未
収
金
の
徴
収

に
尽
力
さ
れ
た
。
し
か
し
、
時

効
消
滅
や
所
在
不
明
等
に
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
税
を
含
む
町
税

で
は
1
7
0
万
円
の
不
納
欠
損

の
処
理
を
さ
れ
て
い
る
。
自
主

財
源
の
確
保
と
公
平
な
課
税
を

維
持
す
る
た
め
に
も
、
５
年
経

過
に
よ
り
不
納
欠
損
と
な
る
前

に
、
収
入
未
済
額
を
減
ら
す
努

力
を
さ
れ
た
い
。

　ま
た
、
未
収
金
取
り
組
み
会

議
は
１
回
し
か
開
か
れ
て
い
な

か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て

も
、
会
議
の
開
催
方
法
の
工
夫

を
さ
れ
、
情
報
共
有
を
す
る
場

を
確
保
さ
れ
た
い
。

契
約
事
務
の
適
正
化
を

　契
約
事
務
に
お
い
て
職
員
の

認
識
不
足
に
よ
る
事
務
的
ミ
ス
、

或
い
は
監
督
職
員
の
チ
ェ
ッ
ク

漏
れ
と
思
わ
れ
る
不
適
切
な
事

務
処
理
が
25
契
約
中
10
契
約
に

つ
い
て
見
受
け
ら
れ
た
。

　早
急
に
改
善
措
置
を
講
じ
ら

れ
契
約
事
務
の
適
正
化
を
図
ら

れ
た
い
。

木
材
団
地
水
源
調
査
業
務

に
つ
い
て

　水
源
調
査
業
務
は
、
事
業
費

3
7
1
8
万
円
で
行
な
っ
た
も

の
で
あ
る
が
、
掘
削
し
た
井
戸

か
ら
採
取
し
た
原
水
の
水
質
は

工
業
用
水
に
適
さ
な
い
も
の
で

あ
り
、
工
業
用
水
確
保
の
目
的

が
達
成
出
来
て
い
な
い
。

　今
後
同
様
の
リ
ス
ク
を
伴
う

業
務
委
託
、
工
事
に
対
し
て
、

工
事
完
成
を
保
証
す
る
し
く
み

を
調
査
、
検
討
さ
れ
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
感
染

防
止
対
策
に
つ
い
て

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
役

場
庁
舎
内
の
会
議
室
等
を
使
っ

た
職
員
の
分
散
勤
務
の
実
践
と
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
専
用
の
ワ
ー

ク
ブ
ー
ス
の
設
置
と
活
用
が
図

ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
試
み
は
新

た
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
考
え

な
が
ら
の
感
染
予
防
対
策
と
し

て
高
く
評
価
す
る
。

　今
後
も
気
を
緩
め
ず
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
を

見
極
め
な
が
ら
感
染
防
止
対
策

に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

情
報
資
産
の
処
分
と
管
理

に
つ
い
て

　情
報
機
器
更
新
を
行
う
際
、

旧
機
器
の
廃
棄
処
分
に
つ
い
て

の
仕
様
や
経
費
が
定
め
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
。
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス

ク
な
ど
の
デ
ー
タ
消
去
方
法
等

を
契
約
書
や
仕
様
書
に
明
記
し
、

個
人
情
報
漏
洩
対
策
を
図
ら
れ

た
い
。

　各
会
議
室
等
に
設
置
さ
れ
た
情

報
ボ
ッ
ク
ス
は
施
錠
が
さ
れ
て
お

ら
ず
、
部
外
者
が
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ

ル
を
容
易
に
接
続
で
き
る
状
態
と

な
っ
て
い
た
。
情
報
資
産
管
理
を

徹
底
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保

に
務
め
ら
れ
た
い
。

令
和
２
年
度
決
算
の
監
査
委
員
意
見(

要
旨)

代
表
監
査
委
員　

藤
森 

高
善

監 

査 

委 

員　

岩
﨑 

昭
男

比率名

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率

比率の内容

一般会計の赤字の程度を指標化し、財源の規模と比較して指標化

全ての会計の赤字や黒字を合算し、財源の規模と比較して指標化

借入金の返済額を指標化し、標準財政規模と比較指標化（25％以下）

借入金残高や将来支払うべき負担等を指標化した、財政の圧迫度

公営企業の資金不足と、料金収入と比較して指標化

判定

黒字で良好

7.0％で良好

マイナスで良好

資金不足なし

令和２年度財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告

日南町の財政は黒字経営であり、将来負担額に対して充当可能財源が上回っているため、借入金の返済も将来財政を
圧迫する可能性は低いということになります。

庁舎内に設置されたワークブース

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告
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　令
和
２
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
各
会
計
の
審
査
を
す
る
た
め
に
設
置
し
ま
し
た
。

　︵
議
長
を
除
く
９
人
で
構
成
。
委
員
長
・
荒
木

　博
議
員
、
副
委
員
長
・
久
代
安
敏
議
員
︶

　９
月
９
日
か
ら
21
日
ま
で
の
間
で
詳
細
な
審
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
次
の
意
見
を
付
し
て
い
ず
れ

の
決
算
議
案
も
認
定
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

借金・貯金はどれだけある？

　令和２年度末の日南町の借金は、80億5,876万円あります。

　（一般会計、事業会計を除く特別会計の合計額。）
　貯金（基金）は、62億6,515万円あります。

　町民1人あたりで計算すると、借金は185万円で、貯金は144

　万円となります。

　　　　（人口は令和３年3月31日現在4,350人）

単位:億円

100

80

60

40

20

0

借金（地方債残高）

貯金（基金）

令和２年度平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

木
材
団
地
の
水
源
確
保

　第
２
木
材
団
地
の
水
源
調
査

業
務
は
、
電
気
探
査
と
井
戸
掘

削
を
含
め
て
３
７
１
８
万
円
の

事
業
で
あ
っ
た
が
、
水
質
検
査

の
結
果
は
木
材
団
地
の
工
業
用

水
に
適
さ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　木
材
団
地
全
体
の
水
源
確
保

に
つ
い
て
再
検
討
を
急
が
れ
た

い
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

　企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
実

績
は
１
件
で
あ
っ
た
。
企
業
の

S
D
G
s
や
C
S
R
活
動
の
機

運
が
高
ま
る
中
、
町
と
し
て
地

域
再
生
計
画
に
基
づ
き
、
企
業

に
積
極
的
に
働
き
か
け
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充
に
努
め

ら
れ
た
い
。

委
員
報
酬
の
事
務
整
理

　空
き
家
対
策
協
議
会
の
委
員

報
酬
が
支
給
さ
れ
て
い
な
い
。

未
支
給
の
原
因
を
分
析
し
、
再

発
防
止
に
努
め
ら
れ
た
い
。

委
託
料
の
取
扱
い

　農
業
及
び
林
業
の
後
継
者
育

成
対
策
事
業
を
一
般
財
団
法
人

日
南
町
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に

委
託
し
て
い
る
が
、
事
業
費
を

上
回
る
委
託
料
が
支
払
わ
れ
て

い
る
。
委
託
料
の
扱
い
と
し
て

適
切
で
は
な
い
。
年
度
ご
と
に

精
算
さ
れ
、
余
剰
分
は
返
還
を

求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

町
道
の
維
持
管
理

　町
道
の
維
持
管
理
が
委
託
し

た
業
者
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が

あ
る
の
で
適
切
な
指
導
を
さ
れ

た
い
。
ま
た
、
車
や
人
の
安
全

な
通
行
や
除
雪
作
業
に
支
障
の

な
い
よ
う
舗
装
の
修
繕
、
道
路

側
溝
の
管
理
、
支
障
木
の
撤
去

な
ど
迅
速
な
対
応
を
求
め
る
。

全
国
初
の
道
の
駅
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

　道
の
駅
に
ち
な
ん
日
野
川
の

郷
は
、
森
林
保
全
に
よ
る
CO2
排

出
削
減
の
た
め
１
品
１
円
の
寄

付
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
来

客
者
に
趣
旨
の
周
知
が
図
ら
れ

て
い
な
い
。
大
き
な
ポ
ス
タ
ー

や
看
板
の
設
置
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
を
作
成
さ
れ
、
CO2
削
減
に

理
解
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。

　ま
た
、
町
か
ら
の
Ｊ

−

ク
レ

ジ
ッ
ト
寄
付
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン

オ
フ
セ
ッ
ト
は
や
め
る
べ
き
で

あ
る
。

道路にはみ出した支障木

水源の試堀工事



　
　国
の
納
税
猶
予
の
仕
組

み
も
あ
る
の
で
、
特
別
に
新
た

な
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
丁

寧
な
接
し
方
を
し
つ
つ
、
徴
税

に
力
を
入
れ
て
い
く
。

　
　住
民
が
環
境
問
題
に
つ

い
て
学
ん
だ
り
話
し
合
っ
た
り

す
る
機
会
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　津
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
視
察
、
外
来
種
駆
除

活
動
、
不
法
投
棄
物
の
回
収

な
ど
を
し
て
い
る
。
今
後
、

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
か

ら
職
員
を
呼
ん
で
勉
強
会
な

ど
も
す
る
予
定
。

　
　西
部
広
域
だ
け
で
な
く
、

も
っ
と
広
い
範
囲
か
ら
専
門

家
を
呼
ん
で
勉
強
会
な
ど
を

開
催
し
て
は
。

　
　今
後
検
討
す
る
。

　
　大
幅
に
増
額
し
て
い
る

が
、
９
月
ま
で
は
自
動
車
取

得
税
と
し
て
入
っ
て
い
た
。

従
来
と
比
べ
る
と
大
幅
減
額

の
は
ず
だ
が
。

　
　実
態
は
そ
う
だ
が
、
新

し
い
制
度
に
な
り
環
境
性
能

割
交
付
金
と
し
て
整
理
し
て

い
る
。

　
　臨
時
財
政
対
策
債
と
減

収
補
て
ん
債
は
限
度
額
い
っ

ぱ
い
ま
で
借
り
て
い
る
の
か
。

　
　限
度
額
い
っ
ぱ
い
ま
で

借
り
て
い
る
。

　
　政
府
資
金
よ
り
も
10
倍

程
利
子
の
高
い
鳥
取
西
部
農

協
か
ら
借
入
れ
て
い
る
資
金

が
あ
る
が
、
借
入
の
経
緯
は
。

　
　地
域
金
融
機
関
の
資
金

を
活
用
す
る
の
は
国
か
ら
の

指
導
で
あ
る
。

　
　新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

影
響
で
経
済
的
に
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
て
い
る
人
が
ま

だ
ま
だ
い
る
中
、
滞
納
者
に

対
し
て
ど
ん
な
方
針
で
の
ぞ

む
の
か
。

　
　国
は
会
計
年
度
任
用
職

員
の
手
当
な
ど
の
増
額
分
１

７
０
０
億
円
を
財
源
と
し
て

予
算
に
計
上
し
た
が
、
町
に

交
付
税
な
ど
の
形
で
予
算
配

分
が
あ
っ
た
か
。

　
　明
確
に
は
わ
か
ら
な
い
。

　
　正
職
員
に
比
べ
て
女
性

職
員
の
比
率
が
大
き
い
が
、

産
前
産
後
な
ど
女
性
に
必
要

な
休
暇
が
無
給
で
あ
る
。
正

職
員
同
様
有
給
の
休
暇
に
し

て
は
ど
う
か
。

　
　契
約
が
１
年
ご
と
な
の

で
有
給
に
は
で
き
な
い
。

　
　住
宅
新
築
等
資
金
貸
付

金
の
貸
付
残
高
は
。

　
　元
金
９
０
０
万
円
、
利

息
１
０
０
万
円
で
計
１
千
万

円
の
残
高
。

　
　残
っ
た
家
屋
を
利
用
し

て
少
し
で
も
貸
付
金
を
回
収

で
き
な
い
か
。

　
　空
き
家
に
な
っ
た
ま
ま

倒
壊
し
た
り
、
競
売
に
か
け

ら
れ
た
り
し
て
建
物
の
実
態

が
な
い
も
の
が
大
半
で
あ
り

難
し
い
。

　
　町
か
ら
の
委
託
料
が
事

業
費
用
を
上
回
っ
て
お
り
、

そ
の
結
果
経
常
利
益
が
で
て

い
る
。

　セ
ン
タ
ー
の
代
表
理
事
は

町
長
な
の
で
利
益
相
反
に
も

な
り
、
よ
く
な
い
の
で
は
。

　
　き
ち
ん
と
整
理
を
し
て

い
き
た
い
。

　
　第
２
団
地
に
掘
削
し
た

井
戸
は
水
質
の
問
題
で
使
え

な
か
っ
た
。
木
材
団
地
全
体

に
対
し
て
水
源
の
問
題
を
改

め
て
考
え
直
し
て
は
。

　
　現
時
点
で
第
１
団
地
の

企
業
の
水
は
足
り
て
い
る
。

今
後
に
つ
い
て
は
進
出
す
る

企
業
と
相
談
す
る
。

　
　令
和
２
年
度
分
の
調
定

額
は
１
８
０
０
万
円
余
り
だ
が
、

収
入
済
額
が
調
定
額
を
６
０
１

０
０
円
超
過
し
て
い
る
。
こ
れ

は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

　
　予
定
納
付
分
を
先
に
入

れ
た
た
め
こ
う
な
っ
た
。

　
　納
入
時
点
で
調
定
す
べ

き
で
な
か
っ
た
か
。
収
入
額

が
調
定
額
を
上
回
る
の
は
い

か
が
な
も
の
か
。

　
　予
定
納
付
は
確
定
申
告

に
基
づ
い
て
行
う
た
め
事
前

に
納
税
額
を
把
握
で
き
な
い

の
で
こ
う
な
る
。

問問問問問問問問

問問

答答答答答答答答

問問問問 答答 答答答答

問問問問 問問 問問答答 答答答答

問問問問 答答 答答答答

答答答答 問問問問

質

疑

応

答

決
算
認
定
議
案

会
計
年
度
任
用
職
員

住
宅
新
築
等
資
金
貸
付
金

木
材
団
地
水
源

法
人
税
収
入

町
債

町
税
の
滞
納

環
境
性
能
割
交
付
金

農大での農業研修生の募集

水質に問題があった井戸

日
南
町
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
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環
境
立
町
推
進
協
議
会

キンケイギクの除去作業

活躍する学校司書（日南小）
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い
る
。
学
校
司
書
は
、
令
和

２
年
度
は
小
中
兼
任
だ
っ
た

が
、
令
和
３
年
の
途
中
で
中

学
校
専
任
の
司
書
を
採
用
し

た
。　

　学
校
司
書
の
業
務
と
効

果
は
。

　
　図
書
の
選
定
、
管
理
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
作
成
な
ど
し

て
い
る
。
子
ど
も
達
の
声
を

聞
き
な
が
ら
図
書
の
購
入
、

推
薦
な
ど
し
居
場
所
づ
く
り

に
も
貢
献
し
て
い
る
。

て
い
く
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
進
展
は
。

　
　進
展
は
な
い
。
意
見
交

換
を
し
て
で
き
る
こ
と
か
ら

し
て
い
く
。

　
　日
南
小
中
学
校
に
司
書

教
諭
と
学
校
司
書
が
配
属
さ

れ
て
い
る
か
。

　
　司
書
教
諭
は
、
資
格
を

持
っ
た
教
員
が
小
中
と
も
に

　
　危
険
空
き
家
の
対
策
だ

け
で
な
く
空
き
家
の
活
用
に

つ
い
て
も
話
し
合
っ
て
い
る

か
。　

　現
在
は
、
危
険
空
き
家

の
対
策
だ
け
に
時
間
を
取
ら

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
今
後

空
き
家
の
活
用
も
検
討
し
て

い
く
。

　
　新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

影
響
も
あ
り
赤
字
経
営
に

な
っ
て
い
る
。
対
応
は
。

　
　何
と
か
し
て
欲
し
い
と

の
具
体
的
な
話
は
な
い
。
新

し
い
事
業
展
開
も
計
画
さ
れ

て
お
り
、
指
定
管
理
の
期
間

を
勘
案
し
て
対
応
を
考
え
る
。

　　
　応
援
金
の
早
期
の
再
交

付
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

か
っ
た
か
。
対
応
が
遅
く
は

な
か
っ
た
か
。

　
　町
内
の
状
況
を
見
な
が

ら
対
応
を
検
討
し
、
そ
の
結

果
、
令
和
３
年
９
月
定
例
会

で
補
正
予
算
を
上
程
し
た
。

　
　経
常
収
支
比
率
が
93.7
％

と
高
く
な
っ
て
い
る
。
財
政

の
硬
直
化
を
心
配
し
て
い
る
。

ま
た
、
起
債
残
高
が
増
加
傾

向
に
あ
る
。
当
面
は
問
題
な

い
と
し
て
も
、
こ
の
予
算
規

模
を
人
口
減
少
す
る
中
で
維

持
で
き
る
の
か
。
行
政
サ
ー

ビ
ス
や
建
設
事
業
へ
の
影
響

は
な
い
か
。
ど
の
よ
う
に
分

析
し
て
い
る
か
。

　
　人
件
費
の
増
加
が
あ
り
、

ま
た
公
債
費
の
償
還
が
こ
こ

数
年
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
今

後
、
大
き
な
借
入
に
つ
い
て

は
計
画
的
に
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
。
さ
ら
に
扶
助

費
の
増
加
が
あ
る
。

　
　令
和
２
年
度
、
福
祉
会

の
起
債
償
還
額
の
負
担
は
全

額
免
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
、
あ
か
ね
の
郷
も
老
朽

化
し
修
繕
費
用
な
ど
が
増
え

る
。
こ
の
機
に
公
設
民
営
の

形
を
ど
う
す
る
か
本
気
で
考

え
て
は
。

　
　一
定
の
ル
ー
ル
作
り
を

令
和
３
年
中
に
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。
今
迄
よ
り
も
柔

軟
な
や
り
方
を
考
え
て
い
く
。

　
　基
金
６
７
０
０
万
円
の

繰
り
入
れ
が
な
け
れ
ば
４
９

０
０
万
円
の
赤
字
と
の
説
明

だ
っ
た
。
基
金
が
あ
る
か
ら

大
丈
夫
と
い
う
の
で
な
く
、

皆
が
頼
れ
る
病
院
へ
と
改
革

し
て
い
く
た
め
の
対
策
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

　
　令
和
２
年
度
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
を
導
入
し
た
。

運
営
体
制
を
含
め
若
い
職
員

が
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
結

果
に
食
い
つ
い
て
い
る
。
幹

部
職
員
も
若
い
職
員
も
今
後

の
こ
と
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

検
討
し
て
い
る
。
客
観
的
な

状
況
が
厳
し
い
中
だ
が
、
総

合
診
療
医
の
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
　一
昨
年
９
月
に
統
廃
合

の
話
も
あ
り
、
鳥
大
病
院
、

日
野
病
院
と
の
連
携
を
進
め

問問問問

問問問問 問問

答答 答答

問問問問

問問

問問

答答答答

答答

答答 答答

答答答答

空
き
家
対
策
協
議
会

ゆ
き
ん
こ
村
、
日
南
邑

新
型
コ
ロ
ナ
応
援
金

経
常
収
支
比
率

あ
か
ね
の
郷

日
南
病
院

学
校
の
司
書

にちなん議会だより　令和３年10月発行　No.165

日南邑のグランピング
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９月定例会可決・認定した議案

※山本芳昭議員は議長のため、賛否の表明はしません。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

認定

認定

認定

認定

認定

近
藤
仁
志

大
西

　保

古
都
勝
人

荒
木

　博

一般会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

件　　　　　名 結果

○令和２年度決算認定の賛否内訳（賛否の分かれたもの）

岡
本
健
三

櫃
田
洋
一

岩
﨑
昭
男

×

×

×

×

×

−

−

−

−

−

久
代
安
敏

坪
倉
勝
幸

山
本
芳
昭

○

○

○

○

○

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋め立てに使用しないよう求める意見書提出について

　　　久代安敏議員

　辺野古基地建設のために、沖縄本島南部の糸満市の

「魂魄の塔」横の熊野鉱山予定地は、沖縄戦戦没者の

遺骨が含まれている。この地で重機による整地作業が

始まったことは、戦没者を冒涜するもので許しがたい。

即時中止すべき。

（久代、岡本）

賛成

○否決した議案

発議

反対　　　大西　保議員

　戦没者の遺骨収集の推進に関する法律に基づき、厚
生労働省が基本計画等を定め実施している。
　事業者が作業中に、遺骨を発見した場合、沖縄県が
設置した戦没者遺骨収集情報センターが遺骨を収容す
る仕組みとなっており、沖縄県と連携して進めていく
べきと考える。

（大西、岩﨑、櫃田、近藤、荒木、古都、坪倉）

○可決した議案

にちなん議会だより　令和３年10月発行　No.165

一般会計補正予算（第5号）

国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

介護保険特別会計補正予算（第2号）

介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）

再生可能エネルギー発電事業特別会計補正予算（第１号）

簡易水道事業会計補正予算（第1号）

病院事業会計補正予算（第2号）

日南町過疎地域持続的発展計画の策定について

令
和
３
年
度
補
正
予
算

条
例
の

一
部
改
正

そ
の
他

令
和
２
年
度
決
算
認
定

発
議

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方
税財源の充実を求める意見書提出について人権擁護委員候補者の推薦にあたり議会の

意見を求めることについて

過疎地域における固定資産税の課税免除に
関する条例

……賛否の分かれたもの

一般会計　　　　　　 

国民健康保険特別会計 

介護保険特別会計　　 

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

再生可能エネルギー発電事業特別会計

簡易水道事業会計

下水道事業会計

病院事業会計

日南町議会会議規則の一部改正について

米価下落対策を求める意見書提出について

一般会計

反対　　　岡本健三議員
　会計年度任用職員の女性に必要な休暇が無給に
なっている。また、小中学生の国際交流は、オンラ
インや国内での交流にすべきである。

賛成　　　坪倉勝幸議員
　審査の過程で指摘すべき事項もあったが、新型コ
ロナウイルス感染拡大に伴う住民生活や事業者への
支援など適切に執行されている。

反対　　　久代安敏議員
　新型コロナウイルス対応臨時交付金を活用してＰ
ＣＲ検査を進めるべきであった。同和教育は、教育
委員会に移して社会教育の分野で行うべき。

賛成　　　古都勝人議員
　人権教育は、人権センターを中心に男女共同参画
や外国人差別などテーマを定めて、推進されてい
る。現状のままで良い。

介護保険特別会計

賛成　　　岩﨑昭男議員
　低所得者には、軽減措置がある。また、介護給付
費準備基金は、サービス利用者の負担軽減には使用
できない。

　　　岡本健三議員
　介護サービスを利用される方の負担が増えてい
る。町が補助するべきであった。基金を取り崩し
て、保険料の軽減を行うべきである。

反対

賛成　　　大西　保議員
　訪問型サービス、生活支援等の事業が行われてお
り、適切に執行されている。

　　　久代安敏議員
　保険料基準額は５７００円で据え置かれている
が、介護給付費準備基金を使って保険料の軽減を図
るべきである。

反対
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後期高齢者医療特別会計

反対　　　岡本健三議員
　後期高齢者だけを被保険者とするリスク分散しに
くい保険制度を改めるよう国に働きかけるべきだっ
た。

賛成　　　近藤仁志議員
　負担割合を明確にした制度であり、国民皆保険制
度を持続可能な制度として維持していくために必要
である。

反対　　　久代安敏議員
　町内の1/3が対象となっているが、年齢で保険制
度を仕分けすること、区別することに問題がある。

賛成　　　櫃田洋一議員
　高齢化が進み医療費が増える中で、医療の安全や
質を落とさない安定した保険制度である。

反対　　　岡本健三議員
　あかねの郷などの建設費負担金は免除されている
が、全額免除とし、日南福祉会の経営改善に資する
べきである。

賛成　　　櫃田洋一議員
　施設使用料は、免除されている。行政の支援によ
り日南福祉会の経営安定に繋がっている。

反対　　　久代安敏議員
　日南福祉会の経営は綱渡りの状態であり、今後は
施設利用料負担を求めないことを決断すべきである｡

賛成　　　古都勝人議員
　使用料は減免されている。毎年、日南福祉会と町
との話し合いで決められている。公設民営は崩すべ
きでない。

介護サービス事業特別会計

国民健康保険特別会計

　　　岡本健三議員
　基金を使って、１８歳以下の均等割課税を止める
べきである。新型コロナウイルスに感染による傷病
手当は、事業主も対象にすべき。

賛成　　　大西　保議員
　相互扶助の形で行われており、所得に応じた減免
制度もある。１８歳以下には、診療費の軽減措置も
ある。１８歳以下を課税免除する必要はない。

賛成　　　坪倉勝幸議員
　４億２２７０万円の保険給付、７４５万円の保険
事業など条例や予算に基づいて適切に執行されてい
る。

　　　久代安敏議員
　町独自の政策で、１８歳以下の均等割課税を止め
る事はできる。３億１６００万円ある基金を使って
実施することはできる。

反対

反対

令和２年度 決算認定 論討
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　長期的な米消費の減少傾向に加えて新型コ
ロナウイルスの感染拡大による販売不振によ
り、令和２年産米の本年６月末の民間在庫量
は１６２万ｔに及び、令和４年６月末には２
５０万ｔにのぼると見込まれ、適正水準を大
きく上回る。これらのことにより令和３年産
米の生産者米価は大きく下落し、稲作農家の
経営を直撃している。
　生産者は、主食用米の減産や米穀周年供
給・需要拡大支援事業への拠出に取り組んで
いるが、その努力、効果も消散しかねない状
況である。米価下落の影響は大規模農家のみ
ならず小規模農家にも及び、今後農地の多面
的機能の衰退や地域農業、経済にも波及して
いく。
　ついては、国は今般の状況に鑑み、過剰在
庫分を市場から隔離するなどして米価下落に
歯止めをかけるとともに、水田農業が将来に
わたって持続的に発展し食料の安定供給や国
土・環境の保全などの面で重要な役割を担っ
ていくために、米価の安定と需給バランスの
改善に繋がる実効性のある対策を講じるよう
強く求める。

９月定例会で下記の意見書を採択し、
内閣総理大臣ほか関係大臣に提出しました（要旨）

１．「経済財政運営と改革の基本方針２０２

１」において、令和３年度地方財政計画の水

準を下回らないよう実質的に同水準を確保さ

れ、他の地方歳出に不合理なしわ寄せがなさ

れないよう、十分な総額を確保すること。

２．固定資産税制度の根幹を揺るがす見直し

は、断じて行わないこと。また、新型コロナ

ウイルス感染症緊急経済対策として講じられ

た固定資産税等の特例措置は、本来国庫補助

金等により対応すべきものであり、期限の到

来をもって確実に終了すること。

３．令和３年度税制改正により講じられた自

動車税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽

減の、更なる延長は断じて行わないこと。

４．炭素に係る税を創設又は拡充する場合に

は、その一部を地方税又は地方譲与税として

地方に税源配分すること。

コロナ禍による厳しい財政状況に対処
し地方税財源の充実を求める意見書

米価下落対策を求める意見書

請願の審査結果と討論

結 果令和３年請願第１号 提 出 者

鳥取県農民運動連合会

代表者　今本　潔

　政府備蓄米は、米の供給不足に備える
ものであり、米価については原則自由化
されており、政府備蓄米制度の趣旨にそ
ぐわない。
　生活困窮者、学生などへの食料支援に
ついては政府や自治体がすでに実施して
いる。外国産米の輸入はガット・ウルグ
アイラウンド交渉で合意したもので削減
や廃止は困難であると考える。

不採択

審 査 意 見

新型コロナ禍による米

危機の改善を求める請

願書

　提出のあった請願は、９月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

なお、賛成・反対とあるのは、請願の原案に対する討論と採決の結果です。

　　　古都勝人議員

　コメの下落対策は理解できるが、ガット・ウ
ルグアイラウンド交渉で合意したミニマムアク
セス米については国際的かつ包括的な内容であ
り無理がある。

（大西、岩﨑、櫃田、近藤、荒木、古都、坪倉）

反対 　　　久代安敏議員

　今年の米価暴落は町内のコメ農家にとって深
刻な事態であり、試算では1億5千万円の減収
となる。政府による市場からの隔離は最低限の
責任だ。

（久代、岡本）

賛成

て
求
め
て
い
る
。

　
　ど
の
よ
う
な
機
械
が
導
入

さ
れ
る
の
か
。

　
　直
線
キ
ー
プ
条
間
ア
シ
ス

ト
付
田
植
機
、
直
進
ア
シ
ス
ト

付
ト
ラ
ク
タ
ー
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ナ
ビ

付
肥
料
散
布
機
等
、
計
５
台
。

　
　マ
ニ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
は
町

有
の
も
の
を
更
新
す
る
の
か
。

　
　民
間
か
ら
借
用
し
た
も
の

を
更
新
し
町
有
の
も
の
２
台
の

体
制
と
す
る
。

　
　通
所
型
サ
ー
ビ
ス
︵
百
歳

体
操
な
ど
︶
の
予
算
状
況
は
。

　
　７
月
以
降
百
才
体
操
は
休

止
し
て
お
り
９
月
再
開
を
案
内

中
。
実
績
を
見
な
が
ら
各
団
体

へ
支
払
い
を
し
て
い
く
。

　
　導
水
路
改
修
の
工
事
期
間

と
工
期
は
。

　
　工
事
期
間
３
ヶ
月
間
。
県

が
落
石
防
止
ネ
ッ
ト
を
水
路
か

ら
上
に
張
っ
た
後
、
年
度
末
に

着
手
す
る
。

　
　全
員
協
議
会
で
示
さ
れ
た

要
綱
と
異
な
る
が
。

　
　全
員
協
議
会
の
後
、
農
家

は
一
定
の
制
限
を
す
る
と
変
更

し
た
。

　
　財
源
が
過
疎
債
で
な
い
が
。

　
　過
疎
債
ソ
フ
ト
の
枠
を
消

化
し
た
の
で
使
わ
な
か
っ
た
。

　
　過
疎
債
ソ
フ
ト
の
起
債
見

込
み
額
は
。

　
　限
度
額
８
１
０
０
万
円
の

倍
１
億
６
千
万
円
を
当
初
予
算

で
計
上
済
み
。

　
　死
亡
事
故
に
つ
い
て
森
林

組
合
か
ら
報
告
は
。

　
　ま
だ
な
い
。
報
告
を
重
ね

　
　建
設
主
体
を
ど
う
す
る
か

調
整
中
。
運
営
は
民
間
。

補
正
予
算

　
　支
障
木
伐
採
の
場
所
は
。

　
　ま
な
び
宿
あ
び
れ
の
敷
地

内
と
三
本
松
農
場
。

　
　新
た
な
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ

フ
ト
の
導
入
台
数
と
ラ
イ
セ
ン

ス
期
間
は
。

　
　２
０
０
台
、
２
０
２
４
年

７
月
末
ま
で
無
償
サ
ポ
ー
ト
、

有
償
で
２
年
間
延
長
で
き
る
。

　
　従
来
の
も
の
は
使
え
な
い
の
か
。

　
　サ
ポ
ー
ト
が
10
月
に
終
了

し
使
え
な
く
な
る
。

　
　受
付
開
始
と
締
め
切
り
は
。

　
　補
正
予
算
可
決
の
日
か
ら

来
年
の
１
月
31
日
ま
で
。

　
　財
源
は
国
の
臨
時
交
付
金

や
県
の
補
助
金
か
。

　
　国
や
県
か
ら
の
財
源
が
未

確
定
の
た
め
今
回
は
一
般
財
源
。

財
源
確
定
後
に
組
み
替
え
る
。

　
　農
家
は
対
象
か
。

　
　法
人
格
を
持
ち
一
定
の
要

件
を
満
た
せ
ば
対
象
。

　
　計
画
期
間
が
令
和
３
年
４

月
１
日
〜
令
和
８
年
３
月
31
日

だ
が
、
期
間
中
必
要
に
応
じ
て

変
更
で
き
る
か
。

　
　新
た
な
事
業
計
画
な
ど
必

要
に
応
じ
て
変
更
で
き
る
。

　
　コ
ロ
ナ
に
関
す
る
記
述
が

少
な
い
。
収
束
も
見
据
え
て
太

い
記
述
が
必
要
で
は
。

　
　過
疎
債
に
対
応
す
る
事
業

を
行
う
の
が
計
画
の
趣
旨
。

　
　具
体
的
計
画
の
な
い
都
市

Ｏ
Ｓ
に
触
れ
た
意
図
は
。

　
　来
年
度
以
降
、
国
県
の
予

算
措
置
が
あ
る
と
の
情
報
が
あ
る
。

　
　住
民
の
合
意
と
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
を
担
保
す
る
仕
組
み

が
な
い
の
で
は
。

　
　具
体
的
な
実
施
の
際
に
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
な
ど
に
つ
い

て
も
説
明
す
る
。

　
　総
合
計
画
・
戦
略
と
の
整
合
は
。

　
　目
標
、
達
成
状
況
の
評
価

項
目
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
３
つ
の
明
示
が
法
的
義

務
。
総
合
計
画
・
戦
略
は
明
示

す
る
必
要
が
な
い
。

　
　具
体
的
計
画
が
な
い
が
。

　
　不
確
定
要
素
が
あ
り
あ
え

て
示
さ
な
か
っ
た
。

　
　農
産
物
等
乾
燥
調
整
施
設

支
援
事
業
と
は
。

　
　主
食
用
米
以
外
へ
の
利
用

や
、
地
域
ご
と
の
ミ
ニ
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
整
備
の
た
め
の
項
目
。

　
　11
ト
ン
級
ペ
イ
ロ
ー
ダ
ー

や
ロ
ー
タ
リ
ー
の
更
新
は
。

　
　11
ト
ン
級
は
県
道
用
に
県

か
ら
貸
与
さ
れ
る
。
ロ
ー
タ
リ
ー

は
更
新
か
貸
与
か
県
と
協
議
す
る
。

　
　民
間
で
の
建
設
へ
向
か
う

の
か
。
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問問問問問問問問 答答答答答答答答

問問問問問問問問問問 答答答答答答

問問問問問問問問問問問問

問問問問問問問問

答答 答答

問問 問問問問問問 答答答答答答答答

答答答答答答答答答答

答答答答答答答答

計
画
の
変
更

都
市
Ｏ
Ｓ

新
型
コ
ロ
ナ

他
計
画
と
の
整
合
性

町
有
財
産
整
備
管
理

移
住
・
定
住

除
雪
対
策

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
住
宅

電
算
機
の
ウ
イ
ル
ス
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
応
援
金

ス
マ
ー
ト
農
業
補
助
金

堆
肥
生
産

介
護
保
険

新
石
見
小
水
力

コ
ン
テ
ナ
苗
事
業

住
宅
改
修
助
成

９
月
定
例
会

も
っ
と
く
わ
し
く

質
疑
応
答

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
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改修中の住宅

答答
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　小
学
校
、
中
学
校
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
配
属

さ
れ
て
い
る
が
、
学
校
は
何
を
望
み
、

存
在
意
義
は
何
か
。

　一
番
感
じ
る
て
い
る
部
分
は
、
英

会
話
と
い
う
か
〝 

発
音 

〟
を
重
要

視
し
て
い
る
。

　カ
タ
カ
ナ
読
み
、
ロ
ー
マ
字
読
み
で

は
な
く
本
場
で
使
わ
れ
て
い
る
発
音
を

教
え
て
い
た
だ
く
の
が
一
番
重
要
。

　ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
︵
母
国
語

を
話
す
人
︶
に
よ
る
教
育
が
大
切
だ
と

思
う
が
、
﹁
生
き
た
外
国
語
教
育
﹂
の

実
践
と
は
、
ど
の
よ
う
な
教
育
か
。

　日
南
町
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
と
い

う
と
こ
ろ
が
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
。
外

国
に
行
く
、
外
国
人
と
関
わ
り
あ
う
、

外
国
の
人
た
ち
の
こ
と
を
考
え
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
子
供
た

ち
に
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
部
分
が

生
き
た
外
国
語
教
育
。

　文
化
的
な
交
流
が
大
切
で
は
。

櫃田洋一 議員

　学
校
の
廊
下
、
掲
示
板
な
ど
を

使
っ
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
時
期
に
色
々

な
掲
示
物
を
貼
っ
て
、
日
本
と
は

違
っ
た
行
事
を
中
心
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
活

躍
し
て
も
ら
い
異
文
化
の
雰
囲
気
を

味
わ
っ
て
い
る
。

　町
民
の
方
も
ま
ち
中
で
会
っ
た
時

に
気
楽
に
挨
拶
し
た
り
交
流
で
き
る

し
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
も
溶
け
込
み
や
す
く
な

る
の
で
必
要
で
は
。

　そ
う
い
う
部
分
も
大
事
だ
と
思
う

が
、
学
校
で
活
動
し
て
も
ら
う
の
が
中

心
で
あ
る
。
勤
務
時
間
等
の
こ
と
も
あ

　教
育
長

答答

　教
育
長

答答

　教
育
長

答答

　村
上
教
育
次
長

答答 答答

　青
戸
教
育
長

り
住
民
に
対
し
て
は
難
し
い
が
、
社
会

教
育
の
面
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
お
願
い
す
る
こ

と
も
こ
れ
か
ら
は
必
要
。
定
期
的
な
も

の
で
な
く
、
各
ま
ち
協
や
グ
ル
ー
プ
で

依
頼
を
い
た
だ
け
れ
ば
派
遣
も
可
能
で

あ
り
、
地
域
住
民
の
方
と
親
し
く
で
き

る
時
間
を
作
り
た
い
。

　Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活
動
に
関
す
る
契
約
書

は
あ
る
か
。

　Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活
動
を
定
め
て
い
る
覚

書
は
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
間
で

あ
る
。
そ
れ
に
基
づ
き
日
南
町
と
の

間
で
も
交
わ
し
て
い
る
。

イラストも得意な ハンセカーアオイさん

問問

答答

ALT（外国語指導助手）の受け入れは

JETプログラムを活用している

問問

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
存
在
意
義

問問

生
き
た
外
国
語
教
育

問問

異
文
化
の
交
流

問問

契
約
書

問問

英
会
話
教
室

※ＪＥＴプログラムとは、外国青年を招致して地方自治体等で

任用し、外国語教育の充実と地域の国際交流推進を図る事業。

町政のここが聞きたい
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　昨
年
８
月
か
ら
地
元
説
明
会
、
そ

の
後
公
害
防
止
協
定
書
作
成
が
自
治

会
の
協
力
で
進
ん
で
き
た
。
進
捗
状

況
を
自
治
会
に
す
ぐ
に
報
告
す
べ
き

で
は
。

　自
治
会
へ
は
、
今
日
も
し
く
は
明

日
に
報
告
す
る
。

　販
売
量
の
増
加
に
よ
り
、
保
有
量

が
８
月
末
で
２
１
０
０
ト
ン
ま
で
減

少
す
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　保
有
量
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
町

内
企
業
と
の
連
携
や
新
た
な
認
証
の

取
得
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

　年
間
約
１
８
０
ト
ン
累
計
８
４
３

ト
ン
︵
販
売
量
の
約
２
割
︶
無
償
で

町
が
道
の
駅
へ
寄
付
を
し
て
い
る
が
、

所
期
の
目
的
は
達
成
し
て
い
る
の
で

止
め
て
は
ど
う
か
。

　現
時
点
で
は
そ
の
考
え
が
な
か
っ

た
が
、
今
後
の
検
討
材
料
に
す
る
。
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多量の鯉の死因は

問問

答答

　濁
り
、
泡
発
生
の
原
因
特
定
は
い

つ
ま
で
に
完
了
す
る
予
定
な
の
か
。

　原
因
を
特
定
す
る
た
め
岡
山
大
学

環
境
生
命
科
学
科
に
県
が
依
頼
し
調

査
を
開
始
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
遅
れ
て
い
る
。
デ
ー
タ
を
蓄
積

し
、
条
件
が
整
っ
た
う
え
で
、
速
や

か
に
調
査
分
析
に
着
手
で
き
る
よ
う

関
係
者
で
連
携
し
て
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　大
学
、
県
、
農
場
、
町
で
組
織
す

る
検
討
会
を
４
月
以
降
何
回
、
い
つ

開
催
さ
れ
た
の
か
。

　リ
モ
ー
ト
会
議
で
４
月
23
日
と
７

月
15
日
の
２
回
開
催
し
た
。

　大
学
を
除
い
た
会
議
で
、
主
な
議

題
及
び
協
議
の
内
容
は
。

　８
月
３
日
採
水
の
水
質
検
査
結
果

で
強
い
酸
性
値
が
検
出
さ
れ
た
こ
と

と
、
８
月
４
日
下
流
域
で
鯉
が
死
ん

だ
案
件
が
発
生
し
、
開
催
し
た
。

　８
月
３
日
の
水
質
検
査
で
PH 

4.0
の

値
が
出
て
い
る
。
８
月
４
日
に
発
生
し

た
鯉
の
死
因
は
、
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー

ム
排
水
の
酸
性
化
が
原
因
か
。

　所
有
者
に
は
、
酸
素
欠
乏
で
は
な

い
か
と
報
告
し
た
。

　当
初
計
画
で
は
、
本
年
９
月
よ
り
試

運
転
、
来
年
３
月
よ
り
稼
働
と
な
っ
て

い
る
が
、
な
ぜ
遅
れ
て
い
る
の
か
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
急
変
す
る
木
材

市
場
の
中
、
収
益
の
安
定
化
を
図
る
た

め
施
設
の
一
部
変
更
が
必
要
と
な
り
事

業
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
関
係
省
庁

へ
の
変
更
申
請
等
の
調
整
を
し
て
い
る
。

当
初
計
画
よ
り
１
年
程
度
遅
れ
る
見
込

み
で
あ
る
。

答答

　中
村
町
長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　浅
田
住
民
課
長

答答

　坂
本
農
林
課
長

　町

　長

答答

鯉の死因は、酸性度の高い

　　　　　　水が原因では

酸素欠乏ではないかと報告

　　　　　　

問問
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業

問問
Ｊ−

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
保
有
量

減
少
に
対
す
る
対
策
は

問問
道
の
駅
へ
の
寄
付
を

止
め
て
は
ど
う
か

問問

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム

汚
水
対
策
検
討
会

問問
８
月
26
日
の
会
議
の
内
容

問問
鯉
の
死
因
は

問問
地
元
自
治
会
へ
の
報
告

問問

セ
ン
ト
ラ
ル
農
場
の

環
境
問
題

大西　保 議員

一般質
問

一般質
問
答答と問問
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岩﨑昭男 議員

問問

答答

　令
和
４
年
度
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
性
化
交
付
金
制
度
を
創
設
さ

れ
る
が
、
制
度
の
目
的
は
。

　地
方
創
生
を
推
進
す
る
中
で
、
ま

ち
の
持
続
と
発
展
、
一
人
ひ
と
り
が

つ
な
が
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　交
付
金
額
の
算
定
方
法
、
使
途
の

制
限
、
交
付
の
流
れ
、
交
付
要
綱
の

制
定
時
期
は
。

　交
付
金
額
の
算
定
方
法
は
、
構
成

世
帯
数×
定
額(

年
額
３
０
０
０
円)

。

使
途
の
制
限
に
条
件
は
設
け
な
い
が
、

交
付
金
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果
を

明
示
し
た
い
。
交
付
の
流
れ
は
、
町

か
ら
班
な
ど
の
構
成
団
体
へ
直
接
交

付
を
予
定
。
交
付
要
綱
の
制
定
時
期

は
来
年
３
月
頃
を
予
定
。

　交
付
金
算
定
案
で
は
集
会
施
設
の
有

無
に
よ
り
、
地
域
活
動
に
充
て
る
経
費

に
大
き
な
差
が
生
じ
る
。
集
会
施
設
維

持
費
を
算
定
に
含
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　今
後
開
催
す
る
地
域
と
の
意
見
交

換
会
や
他
自
治
体
の
実
例
も
調
査
し
、

算
定
方
法
を
検
討
す
る
。

　自
治
会
・
班
に
向
け
て
、
納
税
奨

励
金
の
廃
止
と
制
度
説
明
を
早
急
に

実
施
す
べ
き
。

　10
月
以
降
に
自
治
協
議
会
で
制
度
の

素
案
を
協
議
し
、
そ
の
後
、
各
自
治

会
・
班
と
説
明
会
日
程
を
調
整
す
る
。

　委
託
契
約
に
関
す
る
経
過
と
選
定

業
者
の
評
価
ポ
イ
ン
ト
は
。

　７
月
16
日
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

の
公
告
、
８
月
６
日
事
業
選
定
委
員

会
の
実
施(

応
募
１
者)

。
８
月
20
日
付

け
契
約
締
結
を
行
っ
た
。
評
価
ポ
イ

ン
ト
は
町
内
の
現
状
を
良
く
把
握
し

て
い
る
こ
と
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
の
導
入
実
績
が
多
数
あ
る
こ
と
。

　地
域
内
経
済
の
循
環
を
促
進
す
る
に

は
多
く
の
事
業
者
の
参
画
が
肝
要
で
あ

る
。
参
加
予
定
の
商
工
業
者
数
は
。

　開
始
時
50
店
舗
程
度
の
参
加
を
目

指
し
て
い
る
。

答答

　中
村
町
長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

　町

　長

答答 　町
内
で
運
用
さ
れ
て
い
る
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
を
当
シ
ス
テ
ム
に
統
合
す

れ
ば
利
便
性
が
向
上
す
る
。
統
合
に

向
け
て
の
検
討
状
況
は
。

　﹁
だ
ん
だ
ん
カ
ー
ド
﹂
な
ど
の
統

合
を
検
討
中
で
あ
り
、
分
か
り
次
第

周
知
を
図
る
。

　運
用
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
カ

ー
ド
及
び
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

の
利
用
者
説
明
会
を
開
催
す
べ
き
。

　対
面
で
の
説
明
会
は
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
は
難
し
い
が
、
状
況
を
見
な

が
ら
判
断
し
た
い
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
の
番
組
の
制

作
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

地域コミュニティ活性化交付金の

　　　　　　算定方法の見直しを

地域の意見を聞き検討する

　　　　　　

問問
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
シ
ス
テ
ム

導
入
事
業

問問

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
統
合

問問

利
用
者
説
明
会

問問

制
度
内
容

問問
交
付
金
額
算
定
の
見
直
し
を

問問
説
明
会
の
開
催
時
期

問問
参
加
予
定
の
事
業
者
数

問問

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
性
化
交
付
金

現金チャージ機と店舗用端末

一般質
問

一般質
問
答答と問問

る
か
。

　ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
の
経

営
審
議
会
は
開
催
し
て
い
な
い
。

　デ
ル
タ
株
が
猛
威
を
振
る
い
、
感

染
爆
発
が
つ
づ
く
な
か
新
学
期
が
始

ま
っ
た
。
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
は

不
安
な
日
々
を
送
っ
て
い
ら
れ
る
と

思
う
が
、
小
中
学
校
で
の
コ
ロ
ナ
対

策
は
。

　学
校
現
場
に
は
、
よ
り
一
層
の
緊

張
感
を
持
っ
た
取
り
組
み
を
依
頼
し

て
い
る
。
保
護
者
の
理
解
と
協
力
を

得
な
が
ら
、
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ

て
安
全
な
学
校
づ
く
り
に
努
め
て
い

る
。　オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
の
環
境
整
備
は

で
き
て
い
る
か
。

　小
中
学
校
の
児
童
生
徒
全
員
に
家

庭
で
も
学
習
が
で
き
る
体
制
を
進
め

て
い
る
。
児
童
生
徒
１
人
１
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
整
備
も
完
了
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
の
た
め
の
環
境
整
備

も
お
お
む
ね
完
了
し
、
学
校
の
臨
時

休
業
等
に
備
え
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
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久代安敏 議員

　コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に
よ
り
米
の

需
給
環
境
は
悪
化
し
、
鳥
取
西
部
農

協
の
生
産
者
米
価
の
概
算
金
は
コ
シ

ヒ
カ
リ
30
㎏
で
５
千
３
百
円
と
暴
落

し
、
日
南
町
の
稲
作
農
家
は
１
億
５

千
万
円
以
上
の
収
入
減
と
な
る
。
政

府
に
抜
本
的
な
対
策
を
求
め
る
べ
き
。

　令
和
３
年
産
米
の
概
算
金
が
発
表
さ

れ
隣
県
と
同
様
に
５
千
円
台
と
な
っ
て

い
る
。
本
町
農
業
の
所
得
の
中
心
は
水

稲
で
あ
る
た
め
、
農
協
、
県
再
生
協
議

会
と
連
携
し
水
田
農
業
の
あ
り
方
に
つ

い
て
対
策
を
求
め
て
い
く
。

　日
本
の
食
料
自
給
率
は
37
％
。
日
本

の
食
料
は
日
本
の
大
地
か
ら
が
基
本
だ

と
考
え
る
が
、
自
民
党
農
政
で
農
村
・

農
業
は
発
展
し
た
か
。

　食
生
活
の
多
様
化
、
消
費
者
志
向

の
変
化
に
よ
り
、
産
地
と
消
費
者
の

距
離
は
縮
ん
で
い
る
。
ま
た
、
企
業

の
農
業
参
入
な
ど
農
業
の
構
造
変
化

に
よ
り
強
い
農
業
の
実
現
を
目
指
し

て
い
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
欧
米
な
ど
か
ら
外
材

の
輸
入
が
大
幅
に
減
少
し
国
産
材
の

市
場
価
格
が
高
騰
し
、
林
業
の
町
日

南
町
に
と
っ
て
は
好
材
料
で
あ
る
。

米
子
木
材
市
場
、
オ
ロ
チ
、
山
陰
丸

和
林
業
、
日
南
大
建
な
ど
に
集
積
し

て
い
る
木
材
の
材
積
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　コ
ロ
ナ
禍
、
景
気
の
見
通
し
に
不

安
は
あ
る
が
町
内
の
素
材
生
産
に
つ

い
て
は
堅
調
で
、
木
材
団
地
へ
の
集

積
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
遜
色
が
な
い

状
況
で
あ
る
。

　ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
町
有

林
の
経
営
審
議
会
は
開
催
さ
れ
て
い

問問
　米
価
暴
落
対
策

　町

　長

答答問問

　木
材
価
格
の
高
騰

問問

　自
民
党
農
政

答答

　中
村
町
長

答答

　青
戸
教
育
長

答答

　教
育
長

答答

　町

　長

　町

　長

答答

　町
有
林
経
営
審
議
会

問問

　オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
体
制
は

問問

　コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
学
期

問問

米価暴落から

　　　　コメ農家の支援対策を

問問

水田農業のあり方を求めていく答答

米価暴落に広がる衝撃

にちなん議会だより　令和３年10月発行　No.165

町政のここが聞きたい
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岡本健三 議員

問問

答答

　基
本
構
想
は
﹁
2
0
5
0
年
に
温

室
効
果
ガ
ス
実
質
排
出
ゼ
ロ
﹂
を
考

慮
し
て
い
な
い
目
標
に
基
づ
き
策
定

さ
れ
た
。
町
の
﹁
実
質
排
出
ゼ
ロ
を

目
指
す
﹂
宣
言
に
反
す
る
の
で
は
。

　実
質
排
出
ゼ
ロ
と
は
排
出
量
と
森

林
等
に
よ
る
吸
収
量
と
の
均
衡
を
達

成
す
る
こ
と
。
宣
言
に
は
反
し
な
い
。

　日
本
は
温
室
効
果
ガ
ス
12
億
１
千
万

ト
ン
排
出
し
て
お
り
、
吸
収
は
わ
ず
か

５
千
万
ト
ン(

４
％)

。
ま
た
、
基
本
構

想
で
は
１
万
４
千
ト
ン
の
二
酸
化
炭
素

排
出
を
試
算
し
て
お
り
、
こ
れ
は
町
の

吸
収
量
の
１
割
強
を
占
め
る
。
そ
も
そ

も
基
本
構
想
の
排
出
削
減
目
標
が
不
十

分
で
は
。

　国
の
方
針
は
理
解
し
て
い
る
。
そ
れ

を
意
識
し
、
施
設
整
備
へ
つ
な
げ
る
。

　最
終
処
分
場
に
つ
い
て
12
月
ま
で
に

町
内
の
候
補
地
を
西
部
広
域
へ
報
告
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
候
補
地
選
定

の
際
、
住
民
に
説
明
す
る
の
か
。

　12
月
の
報
告
で
場
所
が
決
ま
る
わ

け
で
は
な
い
。
現
段
階
で
地
域
へ
の

報
告
は
し
な
い
。

　要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方
の
内
、
在
宅
、
有
料
老
人
ホ

ー
ム
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
で
暮
ら

し
て
い
る
方
は
対
象
と
な
る
か
。

　対
象
に
な
る
と
の
整
理
を
し
て
い

る
。
給
付
の
可
否
は
医
師
の
診
断
書

に
基
づ
き
判
定
し
て
い
る
の
で
、
希

望
す
る
方
は
相
談
し
て
欲
し
い
。

　現
在
対
象
者
は
全
町
で
20
人
程
度
。

町
か
ら
個
別
に
働
き
か
け
て
は
。

答答

　町

　長

答答

　中
村
町
長

　町

　長

答答

　財
原
建
設
課
長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　申
請
は
あ
く
ま
で
本
人
の
判
断
。

町
と
し
て
は
在
宅
支
援
会
議
の
中
で

制
度
を
共
有
し
、
可
能
性
の
あ
る
方

へ
周
知
し
て
い
る
。
広
報
に
ち
な
ん

な
ど
に
も
掲
載
し
て
い
る
。

　公
営
住
宅
へ
の
入
居
要
件
が
厳
し

い
単
身
の
方
や
結
婚
し
て
い
て
も
お

子
さ
ん
の
な
い
方
な
ど
へ
の
対
応
は
。

　県
営
住
宅
は
生
活
弱
者
を
優
先
し
て

い
る
が
、
単
身
が
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
町
営
は
所
得
15
万
８
千

円
以
内
が
ひ
と
つ
の
基
準
だ
が
、
超
え

る
方
も
個
別
に
対
応
し
て
い
る
。

　第
２
期
総
合
戦
略
で
は
、
移
住
・

定
住
の
た
め
に
す
ぐ
に
入
れ
る
物
件

の
確
保
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
物
件
を
確
保
す
る
た
め
、
町

が
空
き
家
を
借
り
上
げ
て
リ
フ
ォ
ー

ム
す
る
方
法
も
あ
る
が
。

　実
績
の
あ
る
市
町
村
の
状
況
を
参

考
に
検
討
す
る
。
ま
ず
は
現
在
の
各

種
支
援
制
度
の
見
直
し
検
討
、
集
落

支
援
員
の
活
動
充
実
な
ど
地
域
と
引

き
続
き
連
携
を
深
め
て
い
く
。

二酸化炭素の排出削減目標が

　　　　　　　　　不十分では

国の方針を意識し

　　　　　施設整備につなげる

８月13日の豪雨被害も温暖化の影響か

問問

　ご
み
処
理
広
域
化
基
本
構
想

問問

　排
出
削
減
目
標
が
不
十
分

問問
　町
か
ら
働
き
か
け
て
は

問問
　特
別
障
が
い
者
手
当

問問
　用
地
選
定

問問
　公
営
住
宅
へ
の
入
居

問問
　空
き
家
の
活
用

一般質
問

一般質
問
答答と問問

町政のここが聞きたい
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︵
８
月
︶

11
日

　臨
時
会
、
全
員
協
議
会

　
　
　経
済
福
祉
常
任
委
員
会

25
日

　臨
時
会
、
全
員
協
議
会

30
日

　議
会
運
営
委
員
会

︵
９
月
︶

７
日

　９
月
定
例
会
本
会
議

８
日

　９
月
定
例
会
本
会
議

９
日

　９
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　議
会
広
報
常
任
委
員
会

10
日

　決
算
審
査
特
別
委
員
会

13
日

　決
算
審
査
特
別
委
員
会

14
日

　決
算
審
査
特
別
委
員
会

15
日

　決
算
審
査
特
別
委
員
会

16
日

　総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　経
済
福
祉
常
任
委
員
会

17
日

　全
員
協
議
会

　
　
　決
算
審
査
特
別
委
員
会

21
日

　決
算
審
査
特
別
委
員
会

27
日

　住
宅
政
策
及
び
中
心
地

　
　
　域
調
査
特
別
委
員
会

29
日

　９
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　議
会
広
報
常
任
委
員
会

︵
10
月
︶

７
日

　議
会
広
報
常
任
委
員
会

12
日

　議
会
広
報
常
任
委
員
会

13
日

　全
員
協
議
会

　
　
　日
野
郡
の
医
療
を
考
え

　
　
　る
講
演
会

財
産
の
取
得

財
産
の
内
容

　番
組
自
動
送
出
設
備
、

　機
材
等
一
式

契
約
の
相
手
方

　株
式
会
社
朋
栄

　
　
　
　
　中
国
営
業
所

契
約
金
額

　３
０
２
５
万
円

補
正
予
算

企
業
支
援
対
策
事
業

　
　
　
　２
４
０
０
万
円

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
と
し
て
町
内
の

経
済
を
支
援
す
る
た
め
、

町
民
全
員
に
５
千
円
の

﹁
お
買
い
物
割
引
券
﹂
を

配
布
。

日
南
病
院
事
業

２
６
０
万
円

　簡
易
陰
圧
装
置
、
シ
リ

ン
ジ
ポ
ン
プ
な
ど
の
購
入

 

第
５
回

臨
時
会

８
月
11
日

 

第
６
回

臨
時
会

８
月
25
日

工
事
請
負
契
約
の
締
結

工
事
名

　日
南
町
庁
舎
空
調
設
備

　改
修
工
事

契
約
の
相
手
方

　米
子
ガ
ス
産
業
株
式
会
社

契
約
金
額

　
　１
億
６
１
４
８
万
円

条
例
の
一
部
改
正

日
南
町
個
人
情
報
保
護
条

例
等
の
一
部
改
正

　国
の
法
律
改
正
に
伴
う

関
係
条
文
の
整
理

議
会
活
動
報
告

みんなで町内事業所を応援しよう

庁舎空調設備改修工事

心
を
打
つ

　
　紙 

面 

に
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委員会の活動報告

木材団地整備事業（農林課）
◆造成工事は、令和4年2月末の完成を目指して
いるが、7月末の進捗率は40%である。

◆第２団地に掘削した井戸の水質検査の結果、
浸食性遊離炭酸やマンガンの値が水質基準を超
えており、木材団地の水源として不適であっ
た。

総務教育常任委員会 ９月16日

経済福祉常任委員会 ８月11日・９月16日

ウッドカンパニーニチナンの施設活用（農林課）
　現在、大建工業(株）がDWファイバーの加工
場として使用しているが、移転先が定まらない
ので使用期間を令和6年3月31まで延長する。

◆日南町意欲ある農業者支援助成事業の実績について
・事業実績（１件の上限50万円）

　賛成少数をもって、不採択とした。

・条例が令和4年3月31日で終了するため更新
について協議が必要。

日南町意欲ある農業者支援助成事業（農林課）

年　度

平成31年(令和元年)

令和2年

令和3年8月現在

補助金額(円)

4,285,000

3,201,000

661,000

事業件数

11件

12件

3件

新法人設立に向けての準備状況（企画課）
　令和4度に移住者と町民と事業者と行政をつ
なぐ独立機関の新法人設立向けての準備状況、
業務内容、業務フロー、現状の課題、工程表の
説明。

電算機器の更新等（企画課）
　電算管理運営事務事業における総合行政シス
テム分離作業、シンクライアント環境構築等を
行う上で、主な電算機器、システム等の導入履
歴、更新計画、及びDX推進チーム・各地域振
興センターへのタブレット導入等。

菅沢公園の整備事業（企画課）
　予算審査意見を基に内容の見直しを行い、親
子づれや子供たちに安全で楽しめる公園として
整備を行う事とした。整備内容は、公園周囲に
イノシシ除けフェンス、水路を中心とした遊歩
道の設置。

日南町いきいき定住促進条例（企画課）
　条例が令和４年３月３１日で効力を失うの
で、補助金の交付状況や受給要件の変更等の協
議が必要。

　入塾者は、令和2年度14人(日南町5人)、令和
3年度は8人(日南町１人)である。他に、日野高
校の双葉寮生17人(日南町1人)も受け入れてい
る。

日野郡公設塾まなびや縁側（教育課）

　令和元年に助成金の上限額を30万円から40
万円に増額したことにより、申請件数が年平均
104件と53％の増加。交付金額も42％の増額と
なった。

日南町住宅改修助成条例（住民課）

　8月豪雨により、8月12日にゴム堰が損傷し
発電を停止した。原因は石や流木などの衝撃を
受け経年劣化した部分（3箇所）が損傷。対策
は損傷した穴にパッチを当てる工法を検討。

新日野上小水力発電所の発電停止（住民課）

年　度

平成31年(令和元年)

令和2年

令和3年8月現在

新型コロナ禍による米危機の改善を求める請願の審査
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住宅政策及び中心地域調査特別委員会 9月27日

公営住宅の入居資格と現況（建設課）
◆県営住宅、町営住宅は、年間を通して空きがある状態で、相談いただければ随時対応している。
〖優先入居〗
・20歳未満の子供と同居する配偶者のない方
・中学校を終了するまでの子供と同居する5人以上世帯
・18歳未満の3人以上の子育て世帯、障害のある方
などに対して優先入居の制度がある。また、町営住宅に空きがある場
合は、みなし特別公共賃貸住宅として要件を緩和して対応している。

【委員会の意見】
　これまでの建築、改修費用などのトータルコストや家賃収入
を精査して、長寿命化計画に活かして欲しい。

空き家バンクの現況と問題点（企画課）

【委員会の意見】
　移住定住等新法人の設立が検討さ
れており、空き家に関する内容が多
く含まれている。法人設立の意義と
併せて今後の調査を行う。

【契約に至らなかった理由】
・思った(写真)より古かった。
・修繕が必要だった。汚かった。
・いい家だが理想と違った。
・大きすぎる、狭い、もっと古民家に
　住みたい。
・墓が近い。
・家財が多く生活のイメージが湧かな
　かった。
・家は良かったが、生活環境が心配。
・修繕箇所の改修費用が払えない。
　　　　　　　　　　　　　　等々　

空き家バンク物件の状況　（令和3年8月31日現在）

地　域

日野上

山　上

阿毘縁

大　宮

多　里

石　見

福　栄

計

登録済

33

8

3

15

23

17

8

107

取り下げ

5

2

0

2

4

3

3

19

契約済

23

3

2

8

13

11

4

64

5

3

1

5

6

3

1

24

　

　

　

1

　

1

　

2

空き家件数 即入居
可能物件

①同居人要件

原則として親族、婚

姻予定者

②収入要件

基準収入158,000円

以下

＊障がい者、高齢

者、中学卒業前の子

供のいる世帯

214,000円以下

③生活に困窮してい

る者

①原則として町営住

宅と同じ

＊県は建設後10年経

過した管理代行住宅

の町への無償譲渡を

推進しており、移管

困難な場合は、耐用

年限を以て用途廃止

の方針

【耐用年限の最終年】

・伯南第一団地R10年

・伯南第二団地R９年

①町内に住所または

勤務場所を有する者

(有することが確実な

者)

②収入要件

基準収入158,000円

～487,000円以下

＊158,000円未満の

者は、所得の上昇が

見込まれる者

①農林業研修生とし

て決定された者

②農林業後継者、新

規参入者または町内

の就業者で、当分の

間入居する場所のな

い者

＊入居可能期間

　3年以内で運用

①県外から日南町内

へ移住を検討してい

る者

＊入居可能期間

　3日以上3年以内

①町内に住所を有し、原

則60歳以上の一人暮らし

の者

＊入居可能期間

　6ヶ月以内

①本人または同居人

が満60歳以上である

こと

①町内に住所または

勤務場所を有する者

(有することが確実な

者)

②町長が適当と認め

る者

なごみの里

普通財産住宅
（7戸）
空き室2戸

短期滞在型専用住宅 
ひだまりの家 

（お試し住宅6戸）
空き室2戸

定住促進住宅
いわみにし
（1団地6戸）
空き室2戸

特定公共賃貸住宅
（5団地30戸）
空き室0戸

県営住宅
（2団地15戸）
空き室6戸

町営住宅
（5団地47戸）
空き室5戸

(高齢者向け6戸)
空き室４戸

公営住宅の入居資格と現況　（令和3年8月31日現在） ※暴力団関係者でない者

カ
ン
フ
ァ
ト
団
地
の
改
修
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議会報告会＆
　　　意見交換会を開きます

日 時 　令和３年１１月19日（金）　午後６時～８時

会 場 　山上地域振興センター

日 時 　令和３年１１月20日（土）　午後６時～８時

会 場 　日南町総合文化センター　多目的ホール

昨年の議会報告会　（日南町総合文化センター）

10人の議員全員が参加して議会での取り組みなどを報告し、町民のみなさ
まと意見交換を行います。
今年は、町内2会場で行います。どなたでも、どちらの会場でもお気軽にお
越しください。多くのみなさまのご参加をお待ちしています。
　　　　

ざっく
ばらん

に

行こう
！

聞こう
！

話そう
！

新型コロナウイルス感染症予防のため、マスク着用でお越しください｡
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大雨による災害 (佐木谷)

全員協議会全員協議会
７
月
８
日

　

◆
木
材
団
地
整
備
事
業

　木
材
団
地
拡
張
工
事
に
お

け
る
平
成
30
年
度
か
ら
の
繰

越
を
含
む
予
算
の
執
行
状
況

お
よ
び
水
源
調
査
事
業
の
結

果
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
質

疑
し
た
。

◆
認
定
こ
ど
も
園

　現
行
の
保
育
園
を
来
年
度

か
ら
、
幼
保
連
携
型
の
認
定

こ
ど
も
園
に
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
質

疑
し
た
。

◆
地
方
創
生
総
合
戦
略

　令
和
２
年
度
の
実
績
と
３

年
度
の
計
画
に
つ
い
て
第
三

者
委
員
会
か
ら
評
価
と
意
見

を
い
た
だ
き
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

◆
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信

　議
会
の
一
般
質
問
の
様
子

を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
﹁
日
南
町

公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
﹂
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
す
る
こ
と

に
つ
い
て
要
綱
の
制
定
な
ど

に
つ
い
て
協
議
。(

６
月
定
例

会
一
般
質
問
か
ら
配
信
し
て

い
ま
す
︶

８
月
11
日

◆
町
有
地
の
貸
借

　

　

(

株)

ウ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー

ニ
チ
ナ
ン
が
行
う
コ
ン
テ
ナ

苗
生
産
施
設
建
設
の
た
め
に
、

ま
な
び
宿
あ
び
れ
の
土
地
の

一
部
と
体
育
館
、
旧
幼
稚
園

舎
お
よ
び
井
戸
設
備
を
将
来

売
り
渡
す
こ
と
を
前
提
に
、

無
償
貸
付
す
る
こ
と
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
質
疑
し
た
。

８
月
25
日

◆
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性

化
交
付
金

　班
の
活
動
を
促
進
す
る
た

め
に
、
来
年
度
創
設
予
定
の

交
付
金
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
質
疑
し
た
。

◆
観
光
協
会
の
事
務
所
移
転

　観
光
協
会
の
事
務
所
を
近

く
、
地
域
間
交
流
施
設
︵
生

山
駅
︶
に
移
転
す
る
。

◆
木
材
団
地
拡
張
工
事
　

　木
材
団
地
の
拡
張
工
事
の

事
業
変
更
お
よ
び
予
算
の
執

行
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
か
か
る
経
済
対
策

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
大
幅

な
収
入
減
に
な
っ
て
い
る
事

業
者
に
対
す
る
応
援
交
付
金

の
案
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。(

９
月
定
例
会
議
案
︶

◆
大
雨
被
害

　

　８
月
13
日
か
ら
の
大
雨
に

よ
る
被
害
状
況
お
よ
び
対
策

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

▽
避
難
者

　61
人

▽
人
・
住
家
被
害

　０
件

▽
道
路
・
河
川
・
山
林
・
農
業

　施
設
等
被
害

　１
２
１
件

◆
過
疎
計
画

　今
年
度
か
ら
５
年
間
の
過

疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

質
疑
し
た
。(

９
月
定
例
会
議

案
︶

９
月
17
日

　

◆
議
会
会
議
規
則
の
改
正
　

　会
議
に
欠
席
す
る
場
合
の

理
由
に
出
産
、
育
児
、
介
護

な
ど
の
要
件
を
追
加
す
る
こ

と

な

ど

に

つ

い

て

協

議

。

︵
９
月
定
例
会
議
案
︶

◆
議
会
報
告
会
及
び
意
見
交

換
会　11

月
に
町
内
２
ヶ
所
で
開

催
す
る
こ
と
な
ど
を
決
定
。

認定こども園に改組するにちなん保育園
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に
ち

な
ん

議
会

だ
よ

り

　先
日
、
農
業
青
年
に
会
い
ま
し
た
。

消
費
者
の
こ
と
を
考
え
、
経
営
者
と

し
て
も
先
を
見
据
え
た
農
業
に
取
り

組
み
、
ひ
た
む
き
さ
や
頑
張
る
姿
に

感
動
し
ま
し
た
。

　高
齢
化
が
進
む
日
南
町
の
こ
れ
か

ら
を
担
っ
て
く
れ
る
逞
し
さ
を
感
じ
、

見
習
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

日
南
町
の
主
要
野
菜 

ト
マ
ト
、
ピ

ー
マ
ン
、
白
ネ
ギ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

の
他
に
新
た
な
野
菜
も
加
わ
り
、

〝
野
菜
の
名
産
地 

日
南
町
〟
の
姿

に
夢
を
馳
せ
ま
す
。
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議会および議会だよりについて、ご意見をおよせください。　メールアドレス／s0800@town.nichinan.lg.jp

インタビューシリーズ

どっこい、この町に生きる
就
農
へ
の
道

　
大
学
進
学
を
機
に
広
島
へ
。

日
本
三
大
酒
ど
こ
ろ
の
一
つ
、
東
広
島

市
西
条
町
で
学
生
生
活
を
送
り
就
職
を

し
ま
し
た
。

　
当
時
か
ら
農
業
を
や
り
た
い
と
思
っ

て
い
た
の
で
、
農
業
部
門
が
あ
る
会
社

に
就
職
し
て
４
年
く
ら
い
働
き
ま
し
た
。

　
学
生
の
時
か
ら
30
歳
く
ら
い
で
日
南

町
に
帰
っ
て
来
た
い
と
思
っ
て
い
て
、

何
を
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

自
分
で
何
が
で
き
る
か
、
あ
る
い
は
日

南
町
な
ら
で
は
の
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
い
・
・
農
業
を
選
び
ま
し
た
。

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
へ
の
想
い

　
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
初
め
か
ら
決
め

て
い
ま
し
た
。
食
べ
る
の
も
好
き
だ
し
、

作
っ
て
い
て
成
長
が
早
い
の
で
毎
日
見

て
い
て
楽
し
い
で
す
。
ま
た
、
劣
化
が

早
く
美
味
し
い
物
を
お
届
け
し
よ
う
と

思
う
と
商
圏
的
に
も
限
ら
れ
、
ラ
イ
バ

ル
も
少
な
く
な
り
ま
す
。
食
べ
て
み
て

違
い
の
分
か
り
や
す
い
物
を
選
び
ま
し

た
。
毎
年
６
品
種
く
ら
い
作
っ
て
試
行 半

径
30
㎞
の
農
業
は
し
な
い
!!

錯
誤
し
て
い
ま
す
。

　
難
し
い
の
は
、
み
ん
な
が
喜
ぶ
も
の

を
作
れ
な
い
こ
と
で
す
。
昔
の
品
種
は

皮
が
固
い
け
ど
、
今
は
生
で
も
食
べ
ら

れ
る
皮
の
薄
い
も
の
が
人
気
な
の
で
、

世
代
に
よ
っ
て
好
み
が
分
か
れ
ま
す
。

ネ
ギ
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
直
売
と
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
中
心
に
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
緊
急
事

態
宣
言
も
あ
り
、
飲
食
店
が
営
業
で
き

な
い
の
で
大
変
き
び
し
か
っ
た
で
す
。

そ
う
い
う
リ
ス
ク
も
あ
る
の
で
、
最
初

か
ら
他
の
品
目
も
作
っ
て
リ
ス
ク
ヘ
ッ

ジ
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
経
営
的
な
メ
イ
ン
は
、
白
ネ
ギ
で
次

が
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
で
す
。

　
た
ま
た
ま
で
す
け
ど
、
ス
イ
ー
ト
コ

ー
ン
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
白
ネ
ギ
の
順

番
で
作
る
と
ネ
ギ
の
太
り
も
良
く
な
り

ま
す
。
試
験
地
で
結
果
が
出
て
い
て
研

修
中
に
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
き

に
も
一
目
で
分
か
る
ほ
ど
で
し
た
。

た
い
へ
ん
な
と
こ
ろ
は

　
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
し
て
い
る
の

で
な
い
で
す
。

今
後
の
目
標
は

　
短
期
的
に
は
、
就
農
時
に
立
て
た
計

画
を
し
っ
か
り
ク
リ
ア
ー
す
る
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
長
期
的
に
は
、
﹁
坪
倉

さ
ん
に
憧
れ
て
ネ
ギ
を
始
め
ま
し
た
﹂

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
農
家
に
な
り
た
い

で
す
。

ＤＩＹで完成した小屋で作業中

　
　

坪
倉

　裕
樹
さ
ん
︵
湯
河
︶

ゆ
う
き

タ
イ
ト
ル
の
真
意
は
、
本
人
に
直
接

聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
応
援
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。


